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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
上
条
「
ペ
ル
ソ
ナ
４
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
か
・
・
・
」
（
３
、
天
城
篇
）

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
６
６
９
４
Ｙ

【
作
者
名
】

　
ロ
ケ
ッ
ト
歯
ブ
ラ
シ

【
あ
ら
す
じ
】

　
ペ
ル
ソ
ナ
４
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
。
役
者
、
上
条
当
麻
が
Ｔ
Ｖ
ド
ラ
マ
「
と
あ

る
魔
術
の
禁
書
目
録
」
出
演
の
後
、
再
起
を
狙
っ
て
受
け
た
Ｐ
４
オ
ー
デ
ィ
シ

ョ
ン
。
そ
し
て
、
収
録
に
望
む
。

上
条
「
ペ
ル
ソ
ナ
４
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
か
・
・
・
」
（
２
、
里
中
篇
）
の
続
き
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（
前
書
き
）

ペ
ル
ソ
ナ
４
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
。
役
者
、
上
条
当
麻
が
Ｔ
Ｖ
ド
ラ
マ
「
と
あ
る

魔
術
の
禁
書
目
録
」
出
演
の
後
、
再
起
を
狙
っ
て
受
け
た
Ｐ
４
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ

ン
。
そ
し
て
、
収
録
に
望
む
。

上
条
「
ペ
ル
ソ
ナ
４
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
か
・
・
・
」
（
２
、
里
中
篇
）
の
続
き



3

天
城
雪
子
「
こ
ん
に
ち
は
、
上
条
君
。
今
回
は
よ
ろ
し
く
ね
」

上
条
「
あ
、
天
城
さ
ん
。
宝
塚
歌
劇
団
花
組
ト
ッ
プ
娘
役
の
方
と
共
演
で
き
る

な
ん
て
光
栄
で
す
」

天
城
「
は
は
は
。
そ
ん
な
に
謙
遜
し
な
い
で
よ
。
上
条
君
も
凄
い
っ
て
き
い
て

る
わ
よ
」

里
中
「
そ
う
よ
、
前
回
の
撮
影
す
ご
か
っ
た
の
よ
、
も
お
お
。
何
か
ね
、
ど
ば

っ
と
で
て
き
て
、
ど
ば
っ
と
、
い
な
く
な
っ
て
。
花
村
も
ね
、
こ
れ
ば
よ
か
っ

た
の
に
、
ま
だ
入
院
し
て
い
る
ら
し
い
け
ど
」

上
条
「
あ
は
は
は
は
」

ア
ト
ラ
ス
Ｐ
「
お
っ
、
皆
そ
ろ
っ
た
ね
、
じ
ゃ
あ
、
撮
影
を
始
め
よ
う
か
。
そ

う
だ
、
監
督
は
原
因
不
明
の
事
故
で
入
院
す
る
こ
と
に
な
っ
た
か
ら
、
今
日
か

ら
新
し
い
監
督
だ
」

ス
テ
イ
ル
「
ど
う
も
、
今
回
か
ら
監
督
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
ス
テ
イ
ル
で
す
。

よ
ろ
し
く
」

上
条
「
元
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
の
ス
テ
イ
ル
さ
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
？
」

ス
テ
イ
ル
「
お
お
、
上
条
君
、
又
共
演
で
き
て
嬉
し
い
よ
。
そ
れ
に
里
中
さ
ん
、

天
城
さ
ん
と
い
う
才
能
あ
ふ
れ
る
人
々
と
交
わ
れ
る
こ
と
を
誇
り
に
思
う
」
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里
中
・
天
城
「
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
う
」

ス
テ
イ
ル
「
今
回
の
脚
本
は
、
天
城
さ
ん
が
老
舗
旅
館
の
跡
継
ぎ
と
し
て
の
自

分
を
境
遇
を
、
籠
の
中
の
鳥
に
例
え
て
、
自
己
と
見
つ
め
合
い
、
新
た
な
一
歩

を
踏
み
出
す
と
い
う
話
だ
。
だ
が
、
僕
は
そ
れ
で
は
い
け
な
い
と
思
う
。
所
々
、

僕
流
に
ア
レ
ン
ジ
さ
せ
て
も
ら
っ
た
か
ら
。
」

上
条
・
里
中
・
天
城
「
え
っ
」

ス
テ
イ
ル
「
で
は
、
早
速
、
撮
影
を
始
め
よ
う
か
。
」

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

上
条
「
よ
し
、
マ
ヨ
ナ
カ
テ
レ
ビ
を
見
て
み
る
か
」

ス
タ
ッ
フ
（
よ
し
、
事
前
に
収
録
し
た
内
容
を
流
す
か
）

ス
テ
イ
ル
「
あ
、
映
像
は
も
う
用
意
し
て
あ
る
か
ら
」

ス
タ
ッ
フ
「
え
っ
」

ざ
ざ
～

Ｔ
Ｖ
の
映
像

天
城
「
む
む
む
、
ち
ゅ
。
こ
ん
ば
ん
は
～
今
日
は
、
私
、
天
城
雪
子
が
、
ナ
ン

パ
、
逆
ナ
ン
に
挑
戦
い
た
し
ま
す
。
題
し
て
、
や
ら
せ
な
し
、
突
撃
逆
な
ん
、

由
紀
子
姫
、
白
馬
の
王
子
様
探
し
、
も
う
、
超
本
気
で
す
。
み
え
な
い
と
こ
ま

で
勝
負
仕
様
。
私
用
の
ホ
ス
ト
ク
ラ
ブ
を
ぶ
っ
立
て
る
勢
い
で
、
い
っ
て
き
ま

～
～
～
す
。
」

上
条
・
里
中
・
天
城
・
ア
ト
ラ
ス
Ｐ
「
「
「
「
！
！
！
！
！
」
」
」
」
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上
条
「
録
画
し
と
け
ば
よ
か
っ
た
・
・
」

天
城
「
ち
ょ
」

ア
ト
ラ
ス
Ｐ
「
待
ち
な
さ
い
、
天
城
さ
ん
、
監
督
に
は
何
か
考
え
が
あ
る
の
だ

ろ
う
。
こ
こ
は
抑
え
て
」

上
条
　
「
あ
～
う
ら
や
し
い
な
天
城
さ
ん
、
あ
ん
な
い
い
役
を
や
れ
る
な
ん
て
、

役
者
冥
利
に
つ
き
る
ね
」

天
城
「
は
あ
～
、
は
い
」

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

天
城
（
本
物
）
「
あ
な
た
は
誰
な
の

天
城
（
偽
）
「
私
は
あ
な
た
」

里
中
「
雪
子
」

上
条
「
天
城
」

天
城
（
偽
）
「
あ
ら
あ
ら
あ
ら
、
王
子
様
が
二
人
も
。
雪
子
こ
ま
っ
ち
ゃ
う
。

雪
子
ど
こ
か
に
い
っ
ち
ゃ
い
た
い
ん
だ
。
誰
も
し
ら
な
い
ど
こ
か
遠
く
に
」

「
千
枝
、
あ
な
た
は
強
く
て
す
て
き
な
王
子
様
だ
っ
た
、
で
も
、
も
う
い
ら
な

い
」

ス
テ
イ
ル
（
今
だ
！
！
！
）

先
程
か
ら
現
場
に
鎮
座
し
て
い
た
装
置
か
ら
炎
が
、
里
中
を
襲
う
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里
中
「
え
っ
、
き
ゃ
あ
あ
あ
あ
」

ア
ト
ラ
ス
Ｐ
（
ど
う
な
っ
て
る
、
こ
れ
も
上
条
君
の
幻
想
な
の
か
）

上
条
「
里
中
～
」

と
っ
さ
に
上
条
が
近
く
の
音
響
ス
タ
ッ
フ
を
投
げ
飛
ば
し
炎
を
遮
る
。

名
無
し
「
ぎ
ゃ
あ
あ
あ
あ
あ
」

ア
ト
ラ
ス
Ｐ
・
里
中
・
天
城
「
「
「
！
！
！
！
！
！
！
」
」
」

天
城
（
偽
）
「
結
局
、
千
枝
じ
ゃ
だ
め
だ
っ
た
、
千
枝
は
私
を
救
っ
て
く
れ
な

い
」

ス
テ
イ
ル
（
ま
だ
、
ま
だ
～
！
！
）

先
程
の
装
置
か
ら
炎
が
、
再
度
里
中
を
襲
う

里
中
「
き
ゃ
あ
あ
あ
」

上
条
「
く
お
ら
あ
あ
あ
」

上
条
が
炎
に
飛
び
込
み
、
さ
き
ほ
ど
の
音
響
係
り
を
拾
い
、
盾
に
し
炎
を
吹
き

飛
ば
す

名
無
し
「
・
・
・
・
・
・
・
」

ア
ト
ラ
ス
Ｐ
・
里
中
・
天
城
「
「
「
！
！
！
！
！
！
！
」
」
」

天
城
「
も
う
や
め
て
、
私
は
、
強
く
な
ん
か
な
い
、
。
一
人
で
は
ど
こ
に
も
い

け
な
い
の
。
最
低
な
私
。
勇
気
が
な
く
て
、
人
に
任
せ
て
連
れ
出
し
て
も
お
う

な
ん
て
」
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ア
ト
ラ
ス
Ｐ
（
の
っ
て
き
た
な
天
城
さ
ん
も
）

上
条
「
最
低
だ
っ
て
、
そ
れ
で
い
い
じ
ゃ
ね
か
、
俺
に
だ
っ
て
最
低
な
と
こ
ろ

は
た
く
さ
ん
あ
る
、
で
も
、
友
達
だ
か
ら
、
俺
は
天
城
の
そ
ば
に
い
た
い
」

天
城
（
偽
）
（
ス
テ
イ
ル
）
「
や
め
ろ
お
お
お
ー
ー
ー
ー
ー
」

再
び
炎
が
里
中
を
襲
う

上
条
「
く
お
り
ゃ
あ
あ
あ
あ
あ
」

上
条
が
黒
い
物
体
で
炎
を
吹
き
飛
ば
し
道
を
つ
く
る

上
条
「
里
中
、
今
だ
」

里
中
「
え
え
、
飛
ん
で
け
ー
」

バ
コ
、

ア
ジ
ア
を
制
し
た
、
黄
金
の
バ
ッ
ク
ハ
ン
ド
が
天
城
（
偽
）
（
ス
テ
イ
ル
）
を

襲
う

天
城
（
偽
）
（
ス
テ
イ
ル
）
「
ぐ
は
あ
あ
あ
ー
ー
ー
ー
ー
ー
」

水
平
に
吹
っ
飛
び
、
簡
易
ト
イ
レ
に
突
き
刺
さ
る
ス
テ
イ
ル
。

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

ア
ト
ラ
ス
Ｐ
「
ブ
ラ
ボ
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
。
す
ご
い
よ
、
本
当
、
ま
さ

か
炎
を
吹
き
飛
ば
す
と
は
、
上
条
君
。
も
は
や
、
役
者
、
い
や
、
人
間
の
枠
を

こ
え
か
け
て
る
よ
」

上
条
「
そ
れ
ほ
ど
で
も
」

ア
ト
ラ
ス
Ｐ
「
里
中
さ
ん
も
、
す
っ
ご
い
バ
ッ
ク
ハ
ン
ド
だ
っ
た
。
さ
す
が
ア

ジ
ア
の
鷹
と
呼
ば
れ
る
だ
け
は
あ
る
ね
」
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里
中
「
そ
れ
ほ
ど
で
も
」

ア
ト
ラ
ス
Ｐ
「
天
城
さ
ん
も
、
臨
場
感
あ
ふ
れ
る
演
技
は
よ
か
っ
た
よ
。
」

天
城
「
あ
、
っ
は
い
」

ア
ト
ラ
ス
Ｐ
「
あ
っ
、
そ
う
い
え
ば
、
ス
テ
イ
ル
監
督
は
」

ス
タ
ッ
フ
「
ト
イ
レ
に
つ
き
さ
さ
っ
て
ま
ー
す
」
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（
後
書
き
）

コ
メ
ン
ト
歓
迎

ブ
ロ
グ
に
色
々
書
い
て
ま
す
ｈ
ｔ
ｔ
ｐ
：
／
／
ｍ
ｉ
ｓ
ｔ
ｂ
ｏ
ｒ
ｎ
．
ｂ
ｌ
ｏ

ｇ
１
１
１
．
ｆ
ｃ
２
．
ｃ
ｏ
ｍ
／
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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